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沼
津
駅
の
北
口
一
帯

に
沼
津
機
関
区
と
い
う

国
鉄
の
職
場
が
あ
っ
た
。

終
戦
直
後
の
最
も
多
い

時
に
は
1
2
0
0
人
も

の
職
員
が
こ
の
職
場
に

所
属
し
て
い
た
。

34
年
前
の
1
9
8
7

年
2
月
28
日
、
国
鉄
沼

津
機
関
区
は
沼
津
運
転

区
と
名
称
変
更
し
て
、

同
年
4
月
1
日
に
国
鉄

は
分
割
民
営
化
さ
れ
、

東
海
旅
客
鉄
道
静
岡
支

社
沼
津
運
転
区
と
な
っ

た
。明

治
19
年
、
1
8
8

6
年
12
月
1
日
に
東
海

道
本
線
の
建
設
基
地
と
し
て
沼
津

駅
や
東
海
道
線
の
開
業
3
年
前
に

設
立
さ
れ
た
静
岡
県
内
で
は
最
も

古
い
国
鉄
現
業
機
関
だ
っ
た
。

明
治
22
年
、
東
海
道
線
が
開
通
、

沼
津
駅
も
開
業
、
こ
の
沼
津
駅
に

隣
接
し
て
沼
津
機
関
庫(

当
時
は

庫
と
い
っ
て
い
て
昭
和
12
年
か
ら

区
と
な
っ
た)

が
あ
っ
た
。

沼
津
機
関
庫
の
仕
事
は
、
機
関

車
の
管
理
、
検
査
修
繕
維
持
、
機

関
士
な
ど
の
乗
務
員
の
管
理
運
用

の
た
め
の
現
業
機
関
で
、
国
鉄
の

現
業
機
関
の
中
で
は
最
も
大
き
い

部
類
の
職
場
だ
っ
た
。

御
殿
場
を
経
由
し
て
い
た
、
東

海
道
線
最
大
の
難
所
、
箱
根
越
え

の
任
務
を
東
口
の
山
北
機
関
区
と

共
に
担
っ
て
い
た
。
常
に
最
新
鋭

の
蒸
気
機
関
車
が
配
置
さ
れ
続
け

て
い
た
が
、
日
増
し
に
巨
大
化
す

る
物
流
に
対
応
す
る
た
め
勾
配
の

少
な
い
別
線
ル
ー
ト
が
検
討
さ
れ
、

丹
那
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
始
ま
っ
た
。

し
か
し
、
難
工
事
が
連
続
し
大

幅
に
計
画
、
開
通
が
遅
れ
た
。
丹

那
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
を
見
越
し
て

線
路
、
鉄
橋
の
強
化
が
伴
う
大
型

機
関
車
の
導
入
も
当
初
は
た
め
ら
っ

て
い
た
が
、
飛
躍
的
な
需
要
の
増

大
に
よ
り
、
や
む
な
く
線
路
強
化

を
実
施
し
た
。
昭
和
の
初
期
か
ら

は
最
新
鋭
の
D
50
型
蒸
気
機
関
車

に
よ
る
、
本
務
機
関
車
1
台
、
後

部
補
助
機
関
車
2
台
に
よ
る
3
重

連
運
転
に
よ
り
輸
送
力
は
確
保
さ

れ
、
丹
那
ト
ン
ネ
ル
開
業
の
昭
和

9
年
ま
で
フ
ル
回
転
で
持
ち
こ
た

え
た
。

こ
の
時
、
沼
津
機
関
庫
に
は
新

製
で
続
き
番
号
の
D
50
型
蒸
気
機

関
車
29
両
、
山
北
機
関
庫
に
は
21

両
が
配
属
さ
れ
こ
の
任
に
あ
た
っ

て
い
た
。

あ
わ
せ
て
、
昭
和
5
年
1
9
3

0
年
か
ら
は
、
超
特
急
「
燕
」
が

東
京
、
大
阪
間
に
運
転
さ
れ
、
中

間
機
関
庫
で
あ
り
な
が
ら
沼
津
機

関
庫
が
担
当
し
、
機
関
車
は
、
東

京
、
名
古
屋
間
を
超
特
急
専
用
の

C
51
型
が
東
京
、
国
府
津
間
が
電

化
さ
れ
て
は
い
た
が
使
用
さ
れ
、

後
補
機
専
用
C
53
型
が
共
に
沼
津

機
関
区
に
配
属
さ
れ
た
。
機
関
士

と
二
人
乗
務
の
機
関
助
士
も
東
京
、

沼
津
間
は
沼
津
機
関
庫
が
担
当
、

名
古
屋
機
関
庫
の
乗
務
員
た
ち
と

停
車
し
な
い
で
走
行
中
交
替
し
て

い
た
。

昭
和
9
年
、
難
航
し
て
い
た
丹

那
ト
ン
ネ
ル
が
よ
う
や
く
完
成
し
、

こ
の
日
か
ら
沼
津
機
関
庫
の
任
務

は
、
蒸
気
機
関
車
に
よ
る
箱
根
越

え
の
基
地
か
ら
、
東
京
か
ら
沼
津

ま
で
の
電
気
機
関
車
と
沼
津
以
西

の
蒸
気
機
関
車
の
付
け
替
え
の
為

の
基
地
と
し
て
更
に
重
要
度
が
増

し
た
。

（
続
く
）

〈
山
梨
・
国
労
O
B
〉

『
大
鏡
』
道
真
vs
時
平

①

記
紀
で
は
天
神
地
祇
が
祟
り
神

と
な
っ
て
出
没
し
ま
し
た
が
、
平

城
、
平
安
と
都
に
人
が
集
ま
り
疫

病
や
災
害
が
頻
発
し
て
い
く
と
、

国
家
鎮
護
を
祈
願
す
る
仏
教
法
要

が
恒
常
的
に
営
ま
れ
る
よ
う
に
な

り
、
神
祇
た
ち
は
仏
教
に
習
合
し

鳴
り
を
潜
め
て
い
き
ま
す
。

代
わ
り
に
登
場
す
る
の
が
長
屋

王
、
早
良
親
王
の
よ
う
に
非
業
の

死
を
遂
げ
た
人
間
が
怨
霊
化
す
る

例
で
す
が
、
怨
霊
と
言
え
ば
や
は

り
、
藤
原
時
平
の
讒
言
で
失
脚
し

た
と
さ
れ
る
菅
原
道
真
で
し
ょ
う
。

8
9
9
年
、
60
代
醍
醐
14
歳
の

と
き
、
時
平
28
歳
左
大
臣
、
道
真

55
歳
右
大
臣
が
同
日
任
命
さ
れ
ま

す
。
醍
醐
の
父
59
代
宇
多
の
譲
位

の
際
の
詔
、
［
新
帝
が
若
い
間
は

時
平
、
道
真
が
万
機
の
政
を
奏
請

せ
よ
］
に
よ
る
も
の
で
す
。
親
政

を
め
ざ
す
非
藤
原
腹
の
宇
多
は
学

者
出
身
の
道
真
を
抜
擢
重
用
し
て

き
ま
し
た
が
、
他
の
公
卿
を
差
し

置
い
て
醍
醐
の
補
弼
役
と
し
て
時

平
と
並
べ
た
の
で
す
。

『
大
鏡
』
は
、
若
く
学
才
も
劣

る
時
平
に
対
し
学
識
経
験
豊
富
な

道
真
を
醍
醐
が
寵
遇
し
た
た
め
に
、

時
平
が
「
心
安
か
ら
ず
」
思
っ
て

い
た
、
と
し
ま
す
。

し
か
し
、
醍
醐
の
日
記
『
御
記
』

で
は
、
時
平
は
儀
式
公
事
に
詳
し

良
く
進
言
し
て
、
醍
醐
も
時
平
を

と
て
も
信
頼
し
て
い
た
よ
う
な
記

事
が
あ
り
、
讒
言
の
理
由
を
嫉
妬

と
す
る
に
は
疑
問
も
残
り
ま
す
。

『
大
鏡
』
は
藤
原
道
長
の
栄
華

を
中
心
に
文
徳
か
ら
後
一
条
ま
で
、

14
代
1
7
6
年
間
を
記
し
た
平
安

後
期
成
立
の
歴
史
物
語
で
す
が
、

事
件
か
ら
約
百
年
後
の
人
々
が
受

け
止
め
た
か
っ
た
歴
史
と
い
う
限

界
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

2
年
後
、
「
さ
る
べ
き
に
や
お

は
し
け
む
、
右
大
臣
の
た
め
に
良

か
ら
ぬ
こ
と
い
で
き
て
」
醍
醐
は

道
真
左
遷
の
詔
を
発
し
ま
す
。

［
止
足
の
分
を
知
ら
ず
専
権
の
心

有
り
、
廃
立
を
行
い
、
心
は
逆
し

ま
な
り
］

廃
立
と
は
、
醍
醐
を
廃
し
宇
多

の
子
で
道
真
の
女
婿
斉
世
親
王
の

即
位
を
謀
っ
た
と
い
う
こ
と
と
さ

れ
ま
す
。
要
は
謀
反
で
す
。

時
平
は
藤
原
基
経
嫡
流
の
エ
リ
ー

ト
で
す
が
、
自
分
の
系
統
か
ら
皇

嗣
を
出
す
べ
く
腐
心
の
真
只
中
。

斉
世
が
即
位
し
道
真
が
外
戚
と
で

も
な
れ
ば
、
非
藤
原
腹
天
皇
が
三

代
続
い
て
摂
関
へ
の
道
が
閉
ざ
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
道
真
を
排
除

し
た
い
動
機
は
充
分
で
す
。

だ
と
し
て
も
詔
を
下
し
た
の
は

醍
醐
。
他
の
誰
で
も
な
く
時
平
が

進
言
し
た
か
ら
こ
そ
進
言
通
り
に

道
真
謀
反
を
是
と
し
た
と
も
言
え

ま
す
が
、
或
い
は
、
醍
醐
自
身
も

道
真
を
排
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

政
治
情
勢
を
感
じ
て
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

道
真
に
し
て
も
宇
多
寵
遇
の
も

と
で
娘
を
斉
世
に
入
内
さ
せ
て
い

る
の
で
、
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
て
已

む
な
し
の
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
醍
醐
に
よ
る
道
真
左
遷
に
対

し
宇
多
は
何
も
で
き
ず
、
道
真
を

救
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

み
し
ま
古
典
を
読
む
会

高
月
フ
ミ
コ

更
に
三
代
将
軍
家
光
の
元
和
九
年

（
一
六
二
三
）
の
、
イ
エ
ズ
ス
会
年

記
に
も
再
び
三
島
の
記
事
が
載
っ
て

い
る
が
、
こ
の
他
に
も
リ

ス
ボ
ン
で
刊
行
さ
れ
た
当

時
の
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
分

布
地
図
（
一
六
五
〇
年
）

の
三
島
の
地
点
に
「
伊
豆

教
会
」
と
印
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
の
文
献
等
を
総
合

し
て
み
る
と
、
三
島
の
伊

豆
教
会
が
、
武
蔵
・
相
模
・

駿
河
一
円
に
か
け
て
枢
要

な
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
が

推
定
さ
れ
る
。

フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
神
父

は
、
当
時
の
天
主
教
会
内

の
有
数
な
司
祭
で
、
三
島

の
伊
豆
教
会
も
こ
の
人
の

伝
道
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ

た
も
の
と
想
わ
れ
る
。

彼
は
常
に
和
服
を
着
、

自
ら
知
右
衛
門
と
称
し
て

神
出
鬼
没
、
迫
害
下
に
布
教
す
る
こ

と
二
十
七
年
の
後
、
寛
永
十
年
の
切

支
丹
大
迫
害
に
長
門
で
捕
え
ら
れ
て
、

馬
で
長
崎
へ
送
ら
れ
、
肥
溜
の
極
処

に
刑
せ
ら
れ
て
殉
教
の
死
を
と
げ
た

が
、
そ
の
高
潔
な
人
格
に
は
役
人
も

畏
服
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

前
掲
イ
エ
ズ
ス
会
年
記
に
よ
る
伊

豆
教
会
の
文
献
は
現
三
島
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
メ
ー
ヤ
ー
神
父
に
よ
っ
て

上
智
大
学
で
発
見
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

同
神
父
は
（
最
近
一
九
七
九
年
夏
）
、

更
に
ロ
ー
マ
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
本
部

史
料
館
で
、
三
島
地
方
に
お
け
る
切

支
丹
の
新
史
料
を
発
見
し
て
帰
ら
れ

た
。
そ
れ
は
ド
イ
ツ
人
ロ
ベ
ル
ト
・

ス
ト
ラ
イ
ト
に
よ
る
『
ア
ジ
ア
宣
教

史
』
（
第
五
巻
五
一
頁
）
に
出
て
い

る
も
の
で
、
一
六
二
八
年
（
寛
永
五

年
）
将
軍
家
光
が
天
主
教
禁
圧
を
強

化
し
た
際
、
伊
豆
教
会
に
は
既
に
二

百
五
十
名
の
成
人
信
徒
が
あ
り
、
そ

の
内
の
多
数
の
者
が
火
刑
に
処
せ
ら

れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

メ
ー
ヤ
ー
神
父
は
そ
の
史
料
を
復

写
し
更
に
同
書
の
原
資
料
で
あ
る
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
の
古
文
献
を
も
照
合
し

て
帰
ら
れ
た
の
で
、
こ
の
地
に
全
く

伝
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
祖
先
の
悲

壮
な
る
信
仰
の
歴
史
を
初
め
て
知
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

な
お
同
史
料
に
は
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ

ス
神
父
の
後
に
、
あ
る
神
父
が
布
教

し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
名
前
は
明
ら
か
で
な
い
。
と
に

か
く
、
当
地
方
に
は
盛
ん
な
信
徒
団

が
存
在
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
幕
府

の
弾
圧
の
下
に
一
掃
さ
れ
て
し
ま
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
が
、
再
び
三
島

に
現
わ
れ
る
の
は
、
明
治
二
十
七

年
警
察
署
長
福
田
公
平
氏
が
中
心

と
な
っ
て
大
中
島
郵
便
局
渡
辺
氏

宅
（
Y
W
C
A
の
一
色
百
合
子
女

史
、
及
び
令
弟
映
画
監
督
渡
辺
邦

男
氏
の
実
家
）
で
ミ
サ
を
行
っ
た

時
だ
と
い
う
。

更
に
も
う
一
つ
の
教
派
、
い
わ

ゆ
る
ハ
リ
ス
ト
教
と
呼
ば
れ
た
ギ

リ
シ
ャ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
ニ
コ

ラ
イ
天
主
教
に
よ
っ
て
函
館
に
伝
え

ら
れ
、
南
部
・
仙
台
諸
藩
の
武
士
の

間
に
信
徒
を
獲
つ
つ
東
京
に
入
り
、

小
田
原
藩
で
三
島
の
尾
崎
容
、
江
間

の
津
田
重
低
両
氏
を
入
信
せ
し
め
、

一
方
仙
台
藩
士
小
松
韜
蔵
が
海
路
内

浦
に
上
陸
し
て
、
北
豆
に
布
教
し
、

三
島
教
会
（
田
町
の
大
沼
家
）
、
江

間
教
会
（
津
田
・
石
井
・
鴨
下
・
伊

那
家
等
）
、
柏
久
保
教
会
（
森
司
祭

宅
）
、
修
善
寺
教
会
（
菊
屋
・
野
田

屋
・
大
和
堂
等
）
を
設
立
し
た
の
が
、

明
治
九
年
か
ら
二
十
年
ご
ろ
に
か
け

て
の
こ
と
で
あ
る
。

三
島
付
近
に
お
け
る
明
治
初
年
当

時
ま
で
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
播
の
情
況

は
凡
そ
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
。

（
続
く
）

小出正吾回想録(12)
コ
ロ
ナ
巣
ご
も
り
読
書

Ⅷ

「
童
話
か
ら
童
話
へ

」

With

2
0
2
1
年
3
月
17
日
、
北
欧

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で

M
5
・
7
の
地

震
が
起
き
た
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で

は
昼
夜
を
問
わ
ず
大
小
さ
ま
ざ
ま

な
規
模
の
群
発
地
震
が
続
い
て
お

り
、
そ
の
数
は
2

月
下
旬
以
降
で
4

万
回
以
上
を
数
え
、

火
山
が
噴
火
す
る

兆
候
で
は
な
い
か

と
懸
念
さ
れ
て
い

る
。地

球
全
部
が
鳴

動
し
出
し
た
感
が

あ
る
が
、
特
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と

日
本
は
、
距
離
は
遠
い
け
れ
ど
地

殻
プ
レ
ー
ト
が
同
じ
、
あ
る
意
味

地
続
き
な
の
で
、
他
人
事
で
は
な

い
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
三
菱
、
東

芝
が
関
わ
っ
て
い
る
地
熱
発
電
で

も
有
名
。

余
談
だ
が
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の

噴
火
は
あ
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
も

関
係
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
全
土
が
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
噴
火
の
火
山
灰
に
覆

わ
れ
日
光
が
当
た
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
い
、
小
麦
の
収
穫
が
減

少
し
て
し
ま
っ
た
。
収
穫
が
落

ち
た
の
に
フ
ラ
ン
ス
国
王
は
宗

教
家
や
貴
族
か
ら
の
税
金
は
増

や
さ
ず
第
三
階
級
の
平
民
の
税

金
を
増
や
し
た
の
で
、
バ
ス
テ
ィ
ー

ユ
の
政
治
犯
の
牢
獄
を
襲
撃
し
た

と
い
う
。

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
い
え
ば
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
、
11
年
連
続
ト
ッ

プ
の
国
（
日
本
は

1
2
1
位
）
。
男

女
平
等
世
界
ラ
ン

ク
不
動
の
1
位
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
。
ど

ん
な
財
政
危
機
の

状
況
で
も
、
社
会

保
障
を
カ
ッ
ト
し

な
か
っ
た
。

こ
れ
は
女
性
の
存
在
の
影
響
が

と
て
も
大
き
い
。
1
9
7
5
年
に

国
民
の
90
%
の
女
性
た
ち
が
連
帯

し
、
賃
金
格
差
是
正

同
一
賃
金
を

求
め
て
一
斉
に
仕
事
や
家
事
の
ス

ト
ラ
イ
キ
を
起
こ
し
、
そ
れ
か
ら

法
が
整
備
さ
れ
男
女
の
賃
金
格
差

が
縮
ま
っ
て
い
っ
た
。
女
性
が
力

強
く
動
く
と
い
う
の
は
重
要
な
点

で
、
私
た
ち
が
学
ぶ
べ
き
点
も
多

い
。

〈
純
〉

Ｈ
さ
ん
は
中
国
人
女
性
で
日
本
人

と
結
婚
し
て
い
る
。
バ
ス
の
運
転
免

許
を
取
得
し
、
3
年
前
に
富
士
急

御
殿
場
営
業
所
の
契
約
社
員

と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

入
社
後
ま
も
な
く
、
運
転

助
役
の
Ｋ
氏
か
ら
日
常
的
な

イ
ジ
メ
と
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け

続
け
た
。
例
え
ば
、
Ｋ
氏
の

娘
の
好
物
で
あ
る
キ
ム
チ
を

買
っ
て
こ
さ
せ
ら
れ
た
り
、

19
年
8
月
23
日
に
は
、
食
堂

に
於
い
て
、
副
所
長
の
Ｆ
氏

の
い
る
前
で
、
Ｋ
氏
か
ら
味

噌
汁
の
袋
を
頭
に
投
げ
つ
け

ら
れ
る
等
の
悪
戯
な
仕
打
ち

を
受
け
た
。
そ
の
時
、
副
所

長
の
Ｆ
氏
は
止
め
る
こ
と
も

せ
ず
そ
こ
に
い
た
同
僚
の
Ｏ

氏
等
と
大
笑
い
を
し
て
い
た
。

い
じ
め
は
更
に
高
揚
し
、

同
年
9
月
6
日
に
は
、
Ｋ
氏

の
食
事
代
も
払
わ
さ
れ
た
り
し
て
、

そ
の
こ
と
を
本
社
の
教
育
係
に
訴
え

た
と
こ
ろ
「
そ
れ
は
当
た
り
前
だ
」

と
言
わ
れ
た
。
更
に
、
土
産
物
売
り

場
で
ラ
ッ
キ
ョ
を
買
わ
さ
れ
た
り
、

Ｈ
さ
ん
が
買
っ
た
土
産
物
の
葡
萄
や

桃
を
半
分
横
取
り
さ
れ
た
り
し
た
。

19
年
11
月
4
日
、
御
殿
場

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
に
お
い
て
、

Ｈ
さ
ん
の
運
転
す
る
バ
ス
が

停
車
中
の
乗
用
車
に
接
触
す

る
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ

た
。
す
ぐ
に
運
転
助
役
の
Ｋ

氏
が
飛
ん
で
来
て
「
ク
ビ
だ
！
」

と
言
わ
れ
、
Ｈ
さ
ん
は
翌
日

か
ら
自
宅
待
機
と
な
り
、
11

月
7
日
に
は
、
退
職
願
の
提

出
を
強
要
さ
れ
た
。
以
前
、

も
っ
と
ひ
ど
い
事
故
を
起
こ

し
た
同
僚
は
厳
重
注
意
で
終

わ
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
Ｈ

さ
ん
が
労
働
基
準
監
督
署
に

訴
え
た
と
こ
ろ
、
自
宅
に
会

社
役
員
と
上
司
が
突
然
訪
れ
、

「
解
雇
は
し
て
い
な
い
別
の

部
署
な
ら
勤
務
は
出
来
る
」

と
告
げ
て
帰
っ
た
。
そ
の
頃

か
ら
Ｈ
さ
ん
は
怖
く
て
会
社

に
行
け
な
く
な
っ
た
。

体
調
不
良
を
来
た
し
、
19
年
12
月
、

順
天
堂
大
学
病
院
で
診
察
。
病
院
の

診
断
書
に
は
「
う
つ
病
の
原
因
は
職

場
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
と
イ
ジ
メ
で
あ
る

と
」
記
さ
れ
て
い
る
。

会
社
は
、
Ｈ
さ
ん
か
ら
20
年
2
月

17
日
付
で
、
パ
ワ
ハ
ラ
調
査
の
申
入

れ
を
受
け
て
い
た
が
、
3
月
10
日
付

で
、
何
を
ど
の
よ
う
に
調
査
し
た
の

か
も
明
ら
か
に
せ
ず
、
通
り
一
片
の

回
答
書
で
「
監
査
室
が
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

を
行
っ
た
が
パ
ワ
ハ
ラ
は
無
か
っ
た
」

と
の
一
方
的
な
断
定
で
終
わ
っ
て
い

る
。
し
か
も
「
パ
ワ
ハ
ラ
で
は
な
く

業
務
上
適
正
な
指
示
や
指
導
を
行
っ

た
だ
け
」
と
い
う
無
責
任
な
回
答
で
、

土
産
物
を
横
取
り
し
た
り
、
食
事
代

を
払
わ
せ
た
と
い
う
の
は
自
分
か
ら

進
ん
で
提
供
し
た
の
で
受
け
取
っ
た

だ
け
と
の
言
い
訳
だ
。

彼
女
が
中
国
人
だ
か
ら
と
い
う
こ

と
な
の
か
、
会
社
は
こ
の
深
刻
な
イ

ジ
メ
や
パ
ワ
ハ
ラ
を
ま
と
も
に
受
け

止
め
る
姿
勢
は
微
塵
も
見
ら
れ
な
い
。

そ
の
後
、
彼
女
は
契
約
期
間
満
了

と
し
て
、
20
年
3
月
15
日
を
持
っ
て

切
り
捨
て
ら
れ
た
。
現
在
、
労
基
署

に
労
働
災
害
の
申
請
中
だ
が
、
労
災

が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
会
社
は
重
大
な

責
任
を
免
れ
得
な
い
。

〈
信
〉

北
欧
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

沼津駅北口にあった国鉄沼津機関区（その1）

中国人バス運転手、富士急でイジメ・パワハラ
ユニオン労働相談から

郷
土
の
文
学
碑
（
19
）

靖
の
沼
津
中
学
時
代
が
三
島
、
沼

津
で
過
ご
し
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の

頃
の
靖
の
生
活
や
心
の
動
き
を
自
伝

的
小
説
の
一
冊
で
あ
る
「
夏
草
冬
濤
」

を
参
考
に
し
て
紹
介
し
よ
う
。

軍
医
で
あ
っ
た
父
親
の
台
湾
へ
の

転
属
で
、
浜
松
中
学
か
ら
沼
津
中
学

2
年
に
転
校
。
一
人
で
母
の
妹
の
嫁

ぎ
先
で
あ
る
三
島
の
間
宮
家
（
小
説

で
は
真
門
家
。
三
島
大
社
の
筋
向
い

に
あ
っ
た
）
に
寄
宿
し
て
、
三
島
か

ら
沼
津
中
学
ま
で
の
約
5
km
を
三
島

の
同
級
生
と
徒
歩
で
通
う
。
こ
の
生

活
は
2
、
3
年
の
2
年
間
続
く
。
そ

の
後
、
3
年
の
中
だ
る
み
で
成
績
が

急
落
し
た
こ
と
が
わ
か
り
、
4
年
に

な
る
時
、
湯
ヶ
島
の
生
家
の
知
り
合

い
で
あ
っ
た
沼
津
の
家
（
か
み
き
の

家
）
の
紹
介
で
海
に
近
い
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
妙
覚
寺
（
小
説
で
は
妙
高
寺
）

に
下
宿
す
る
こ
と
に
な
る
。

2
年
の
夏
休
み
で
は
千
本
浜
で
の

水
泳
練
習
で
故
郷
の
川
（
狩
野
川
の

源
流
）
と
違
っ
て
足
が
着
か
な
く
な

る
こ
と
の
恐
怖
を
味
わ
う
。
上
級
生

に
飛
び
込
み
台
か
ら
落
と
さ
れ
た
り
、

ボ
ー
ト
に
一
人
で
乗
せ
ら
れ
オ
ー
ル

で
舟
を
操
る
こ
と
を
経
験
し
、
翌
日

か
ら
は
水
泳
へ
の
恐
怖
は
な
く
な
り

海
で
の
水
泳
実
習
を
楽
し
む
よ
う
に

な
る
。
3
年
の
夏
休
み
明
け
に
、
教
科
書

と
弁
当
を
入
れ
た
カ
バ
ン
を
持
っ
て

登
校
す
る
が
、
三
島
か
ら
の
友
達
に

今
日
は
授
業
は
な
い
と
い
わ
れ
、
カ

バ
ン
を
持
っ
て
い
く
の
は
何
か
恥
ず

か
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
、
い
つ
も

休
憩
す
る
黄
瀬
川
の
手
前
の
神
社

（
智
方
神
社
の
ほ
こ
ら
）
に
カ
バ
ン

を
隠
し
て
登
校
す
る
が
、
帰
り
に
は

な
く
な
っ
て
い
た
（
中
の
弁
当
を
嗅

ぎ
つ
け
た
野
良
犬
が
引
き
だ
し
た
が

近
所
の
人
が
学
校
に
届
け
て
く
れ
た
）
。

カ
バ
ン
を
落
と
す
な
ど
前
代
未
聞
だ

と
と
こ
っ
ぴ
ど
く
叱
ら
れ
る
。

他
に
も
三
島
で
の
生
活
は
、
田
舎

か
ら
都
会
へ
慣
ら
し
運
転
の
よ
う
な

感
じ
で
あ
っ
た
。
今
ま
で
住
ん
で
い

た
田
舎
と
違
い
、
道
を
歩
く
こ
と
で

さ
え
「
お
前
は
子
供
の
く
せ
に
の
ろ

の
ろ
歩
く
。
道
を
歩
く
と
き
は
さ
っ

さ
と
歩
く
も
の
だ
」
と
祖
父
に
叱
ら

れ
た
。

井
上

靖

②

ゼームス・バラ博士


